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 
この研究の目的は､ 服薬支援における精神科看護師の責任の捉えを明らかにすることである｡ データ収集は､ 精神科
の病棟に勤務する看護師13名に対し､ インタビュー法を用いて行われた｡ インタビューは､ 逐語訳され､ 質的研究方法
を用いて分析された｡ その結果､ 服薬支援における精神科看護師の責任の捉えには､ ４つの責任の捉え､ すなわち､
《安全》《治療効果》《納得と決定》《その人の生活の尊重》が含まれていることが明らかになった｡ この４つの責任





The purpose of the present research was to clarify psychiatric nurses' recognition of their responsibility
in regard to patients' medication. 13 nurses working in psychiatric hospitals were interviewed using an
unstructured questionnaire and the interview contents were transcribed on prepared word File. A qualitative
research method was used to analyze the transcribed interview data. As the result, recognition of psychiatric
nurses' responsibility in patients' medication include four themes, which were as follows;《safety》, 《the-
rapeutic value》, 《patients' adherence to medication》, and 《respect of human's life》. These four themes
include 19 nursing interventions. Findings from this research suggests the need; - for consideration of the
differences in teams of responsibility due to nurses' experience, position in the nursing team, and their
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入院して (いる患者が) いて､ “なぜ薬を飲ま
ないの？”っていったら､ “飲んだってひとつ
も効かないじゃないか｡ 何十年も飲んでいるの
に｡ ひとつもよくならない”って｡ いや､ そう
ですよね｡ でも､ やっぱり言われてみたら､ やっ
ぱり衝撃｡ 何十年も入院している患者で何十年
も (薬を) 飲んでいる｡ 本当に飲んでいるんで
すよね｡ “ひとつも､ 効かないじゃないか｡ も
う飲みたくない”って､ 本当にストレートに｡
ああ､ でも､ 本当にその通り｡ その気持ちはよ





だら治るっていう風でもないので｡ … (中略) …
まあ､ 本当それは､ その通りにその人は､ 思っ
ているんでしょうね｡ なんか､ あのなんか､ ど
ういう風にそういう時にこう､ 説得じゃないけ
ど､ 話をしたらいいのかなって､ やっぱり､ そ
れはちょっと今も悩んでますけどね (笑)｡｣ と


















































ような気もします｡ … (中略) …強制すると入
院中は飲むんですけど､ 嫌な思い出しか残らな






































































決定の支援] [服薬継続への支援] [教育] の５






















































































































ズらは､ ｢責任の共有｣ について､ 組織として
の目標達成も個人の責任の一部と受け止め､ チー
ムで状況と結果に対する責任を共有することと















































































明らかになった｡ しかしながら､ 本研究は､ 対
象者が少なく､ その背景や経験などにも偏りが
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